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国
道
一
九
一
号
か
ら
三
段
峡

正
面
口
へ
の
分
岐
を
曲
が
る

と
、
前
方
の
山
裾
に
柴
木
集
落

が
見
え
始
め
る
。
左
に
柴
木
川

ダ
ム
の
湖
面
が
広
が
り
、
右
に

は
西
善
寺
が
建
っ
て
い
る
。 

写
真
は
同
寺
の
所
蔵
で
、
柴 

          

応
対
し
た
の
は
正
山
幸
夫
住

職
と
坊
守
の
範
子
さ
ん
夫
妻
。

さ
ん
け
ん
か
ら
は
本
宮
理
事
長

と
松
尾
俊
孝
副
理
事
長
、
本
宮

宏
美
事
務
局
長
が
同
席
し
た
。 

西
善
寺
は
柴
木
川
ダ
ム
を
臨

む
浄
土
真
宗
の
寺
。
三
段
峡
の

入
り
口
に
位
置
し
、
峡
谷
開
発

と
も
縁
が
深
か
っ
た
。
写
真
で

見
る
文
隆
は
二
十
代
の
精
悍
な

顔
つ
き
で
、
南
峰
が
訪
れ
た
こ

ろ
は
本
堂
新
築
に
取
り
組
む
青

年
僧
だ
っ
た
。
漫
画
「
峡
友
」
で

は
文
隆
が
南
峰
、
露
翠
よ
り
年 

 

          

長
者
と
し
て
描
か
れ
て
い
る

が
、
実
際
は
年
少
だ
っ
た
の
が 

     

広
島
デ
ル
タ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
の
定
例
会
が
開
か
れ
た
一

月
二
十
五
日
、
ゲ
ス
ト
と
し
て

招
か
れ
た
本
宮
宏
美
事
務
局
長

と
広
大
さ
ん
け
ん
部
の
南
葉
錬

志
郎
さ
ん
が
、
十
五
人
の
出
席

者
へ
動
植
物
の
調
査
・
保
護
活

動
を
説
明
し
、
さ
ん
け
ん
自
然 

    

木
集
落
か
ら
撮
っ
た
ダ
ム
建
設

前
の
風
景
。
左
方
向
の
三
段
峡

か
ら
流
れ
る
柴
木
川
は
大
き
く

蛇
行
し
、
画
面
右
奥
へ
向
か
う
。 

本
堂
の
大
屋
根
は
今
に
残
る
。 

門
前
の
道
は
一
九
二
六
年
開 

通
、
堅
牢
な
橋
が
架
か
り
、
バ 

ス
の
運
行
は
正
面
口
ま
で
延
び 

た
。
そ
れ
ま
で
は
同
寺
の
前
を 

分
か
っ
た
。 

一
九
二
二
年
の
本
堂
新
築
を

記
念
し
て
制
作
し
た
絵
葉
書
に

使
わ
れ
た
写
真
は
、
構
図
の
良

さ
か
ら
南
峰
の
撮
影
だ
と
推
察

さ
れ
、
話
が
弾
ん
だ
。 

 

範
子
さ
ん
は
、
昔
使
っ
て
い

た
寺
専
用
の
便
箋
に
は
欄
外
に

「
三
段
峡
門
西
善
寺
」
と
印
刷

さ
れ
て
い
た
と
話
し
、
三
段
峡

の
仏
舎
と
し
て
の
自
覚
を
感
じ

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
聞
け
た
。 

    

塾
を
動
画
で
紹
介
し
た
。 

 

定
例
会
で
の
ス
ピ
ー
チ
を
提

案
し
た
の
は
同
ク
ラ
ブ
理
事

で
、
昨
年
末
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
資
金
を
募
っ
た
「
せ
と
う
ち

ク
ラ
フ
ァ
ン
」
に
協
力
し
た
久

保
正
宏
さ
ん
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
は
、
社
会
奉
仕
を
目
的
と 

    

歩
き
、
川
を
渡
ら
ず
右
に
折
れ

て
峡
内
へ
入
っ
て
い
た
。
棚
田

や
数
軒
の
家
屋
は
五
五
年
、
ダ

ム
建
設
で
水
没
し
た
。 

漫
画
「
峡
友
」
に
登
場
す
る
正 

山
住
職
は
、
先
々
代
の
文
隆
氏

で
、
斎
藤
露
翠
と
共
に
檀
家
の

多
か
っ
た
横
川
集
落
の
生
活
文

化
向
上
に
尽
力
し
た
。 

 

    

広
島
県
主
催
の
環
境
学
習
指

導
者
専
門
研
修
が
一
月
十
五

日
、
十
八
人
が
参
加
し
て
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
か
れ
、
環
境
教
育

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

を
受
講
し
た
。 

 

本
宮
宏
美
事
務
局
長
が
講
演

し
、
さ
ん
け
ん
と
協
力
企
業
と

の
関
係
を
構
築
し
て
い
る
事
例 

 

す
る
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体 

で
、
寄
付
を
募
る
講
演
は
初
。 

本
宮
炎
理
事
長
と
南
葉
さ
ん 

が
講
演
内
容
を
精
査
し
て
組
み

立
て
た
。
ク
ラ
ブ
員
の
野
中
あ

ず
さ
さ
ん
は
「
三
段
峡
へ
行
き

た
く
な
っ
た
。
ク
ラ
ブ
に
ア
ウ

ト
ド
ア
ラ
イ
フ
部
を
立
ち
上
げ

た
い
」
と
話
し
て
い
た
。
同
ク

ラ
ブ
か
ら
謝
金
を
含
め
四
万
八

五
〇
〇
円
の
寄
付
が
あ
っ
た
。 

    

三
段
峡
の
歴
史
は
浅
く
、
名

所
に
付
き
物
の
寺
社
が
峡
内
に

な
い
の
は
「
格
が
落
ち
る
」
と

さ
れ
て
い
た
。
同
寺
は
そ
れ
を

補
う
役
割
も
担
っ
た
の
だ
ろ

う
。
近
年
話
題
に
な
っ
た
広
島

大
仏
（
三
段
峡
大
仏
）
が
二
五
、

六
年
ご
ろ
、
仮
安
置
さ
れ
た
と

の
記
録
が
あ
る
。（
松
尾
俊
孝
） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

   

を
紹
介
し
た
。
企
業
と
の
連
携

は
関
心
が
高
く
、
受
講
者
か
ら

は
「
企
業
と
連
携
す
る
場
合
も
、

コ
ン
セ
プ
ト
に
情
熱
を
乗
せ
る

大
切
さ
を
学
ん
だ
」
と
の
感
想

が
聞
か
れ
た
。 

 

研
修
は
十
一
月
、
三
段
峡
で

開
い
た
の
に
続
き
二
回
目
。
十

二
月
に
予
定
し
て
い
た
が
、
大

雪
の
た
め
延
期
さ
れ
て
い
た
。 

    

五
月
三
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る

三
段
峡
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に

展
示
予
定
の
コ
ケ
テ
ラ
リ
ウ
ム

を
一
月
二
十
日
、
広
大
さ
ん
け

ん
部
の
南
葉
錬
志
郎
さ
ん
と
大

本
武
さ
ん
、
本
宮
炎
理
事
長
が 

            

             

試
作
し
、
作
業
時
間
や
完
成
イ

メ
ー
ジ
を
確
認
し
た
。 

参
加
者
を
募
集
し
、
オ
ー
プ

ン
ま
で
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形

式
で
作
成
す
る
。
三
段
峡
に
は

四
百
種
以
上
の
蘚
苔
類
が
あ

る
。
瓶
の
中
で
育
て
て
鑑
賞
す

る
コ
ケ
テ
ラ
リ
ウ
ム
を
展
示
の

人
気
者
に
位
置
付
け
る
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

峡
内
の
倒
木
、
落
石
が
心
配
さ
れ

る
。
春
は
ど
ん
な
姿
で
待
っ
て
い

て
く
れ
る
の
か
。
不
通
区
間
が
長

引
い
て
い
る
だ
け
に
、
新
た
な
被

害
が
起
き
な
い
の
を
願
う
。 

   

自然塾スタッフで学び              
西村 浩美さん 

   

安佐南区在住。古川や用水路 

で魚を捕って遊ぶ子供だった。 

その頃、家族で三段峡を訪れた 

ときに聞いたカジカガエルの

歌声が感動的だったと振り返る。ナマズが大好

きなのでニックネームは「ナマちゃん」。 

さんけんが３年間実施したＧreenＧift 事業

の支援団体・ＥＰＯちゅうごくで担当者を務め

た。環境や生物多様性の保全に関わる活動が業

務。さんけん自然塾のスタッフとして三段峡と

つながる。「子供たちが成長する姿に学びと力

をいただく」。さんけんの活動を通じ、世界に誇

れる日本の名所になって欲しいと願う。（宏） 

 

この人 
人 

▼
倒
木
・
落
石 

さ
ん
け
ん
新
聞 

 

十
二
月
末
と
一
月
末
に
大
雪

と
な
っ
た
が
、
挟
ま
れ
た
期
間
は

気
温
も
高
く
、
雨
も
降
り
、
雪
解 

  

一口メモ 

け
を
思
わ
せ
る
大
増
水
も
見
ら

れ
た
。
長
淵
で
は
杉
の
巨
木
が

根
返
り
し
て
、
川
の
中
へ
倒
れ

込
ん
で
い
る
。
落
雪
の
た
め
姉

妹
滝
ま
で
し
か
入
れ
な
い
が
、

１ 

    

入
口
の
原
風
景 

今
に
残
る
西
善
寺
大
屋
根

堂
々 

（３） 

「三
段
峡
門
西
善
寺
」仏
舎
の
自
覚 

新
築
し
た
本
堂
の
撮
影
は
南
峰
か 

三
段
峡
の
開
峡
当
時
、
熊
南
峰
や
斎
藤
露
翠
ら
と
親
交
の
あ
っ
た
正
山
文
隆
が

住
職
を
務
め
た
安
芸
太
田
町
川
手
の
西
善
寺
を
一
月
二
十
一
日
、
本
宮
炎
理
事
長

ら
三
人
が
訪
ね
た
。
保
存
さ
れ
て
い
る
一
世
紀
ほ
ど
前
か
ら
の
写
真
や
資
料
を
見

せ
て
も
ら
っ
た
。 

 
 
 

【「
セ
ピ
ア
寫
眞
帖
」
で
そ
の
う
ち
の
一
枚
を
紹
介
】 

    

聞く会 

協
力
企
業
と
の
連
携
事
例
を
紹
介 

 
 
 
 

本
宮
事
務
局
長 

環
境
学
習
専
門
研
修
で
講
演 

広
島
デ
ル
タ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
講
演 

 
さ
ん
け
ん
活
動
Ｐ
Ｒ 

多
額
の
寄
付 

コ
ケ
テ
ラ
リ
ウ
ム
試
作 

セ
ン
タ
ー
の
人
気
者
に 
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